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FEATURE STORY 1

　

女
性
活
躍
推
進
企
業
を
選
び
、
投
資
対
象
と
し
て
紹
介
す
る「
な

で
し
こ
銘
柄
」が
多
く
の
企
業
経
営
者
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
株

価
が
上
が
る
と
い
う「
ニ
ン
ジ
ン
」の
効
果
の
ほ
ど
は
さ
て
お
き
、
多

く
の
企
業
で
女
性
活
躍
推
進
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
評
価

で
き
る
。
だ
が
、
そ
の
取
り
組
み
も
緒
に
就
い
た
ば
か
り
だ
。
本
当

の
意
味
で「
な
で
し
こ
」な
会
社
に
な
る
た
め
の
戦
略
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

ま
と
め
た
。
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（�

森��

摂
＝
オ
ル
タ
ナ
編
集
長
、
吉
田�

広
子
＝
同
副
編
集
長
、
枝
松�

麗
、
瀬
戸
内�

千
代
＝
同
編
集
委
員
、
松
田�

慶
子
、
栗
田�

路
子
＝
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
稲
葉�

霞

織
＝
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
岩
澤�

里
美
＝
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
寺
町�

幸
枝
）

「
な
で
し
こ
」な

会
社
の
作
り
方

ブリヂストンの事業所内保育施設「ころころ保育園」は都内最大規模の定員140人。広々とした
芝生の園庭がある㊤　パートタイムの仕事として送迎するオランダ人男性。オランダでは、パー
トタイマーが給料体系や社会保障で正社員と差別されないよう法律で守られている� （ADNL）
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管理的職業従事者

日本の役員・管理職の女性比率は先進国のなかでも最低水準

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

0.0

5.0

日
本

韓
国

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ア
メ
リ
カ

イ
ギ
リ
ス

ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ノ
ル
ウ
ェ
ー

役員

「女性管理職役員に占める女性比率の国際比較」の図。労働力調査（2013年、総務省）、データブック国際労働比較
2014（労働政策研究・研究機構）を基に経済産業省作成。「管理的職業従事者」は、会社役員、課長相当職以上、管理的公
務員などをいう。日本は2013年、そのほかの国は2012年のデータを使用
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そ
も
そ
も
、
日
本
は
明
ら
か
な

「
女
性
活
躍
推
進
後
進
国
」だ
。
全

社
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が

42
・
８
％（
総
務
省
調
べ
）に
上
る

一
方
で
、
女
性
管
理
職
比
率
は
11
・

２
％
、
役
員
比
率
は
2.1
％
と
そ
れ

ぞ
れ
先
進
国
の
平
均
を
大
き
く
下

回
る（
右
グ
ラ
フ
参
照
）。
女
性
取

締
役
比
率
で
い
え
ば
、
1.5
％（
ブ

ル
ー
ム
バ
ー
グ
・
デ
ー
タ
）と
さ
ら

に
低
い
。

　

こ
の
た
め
政
府
も「
企
業
の
女

性
管
理
職
比
率
を
２
０
２
０
年
ま

で
に
３
割
に
増
や
す
」
と
い
う

「
２
０
３
０
」（
に
い
ま
る
さ
ん
ま

る
）目
標
を
掲
げ
、「
女
性
活
躍
推

進
」を
成
長
戦
略
の
中
核
に
位
置

付
け
た
。

「
な
で
し
こ
銘
柄
」は
２
０
１
２

年
度
に
、
経
済
産
業
省
と
東
京
証

券
取
引
所
が
共
同
で
女
性
活
躍
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
を

魅
力
あ
る
銘
柄
と
し
て
選
定
・
紹

介
す
る
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
。

中
長
期
の
企
業
価
値
が
大
事

　

２
０
１
４
年
度
の
調
査
対
象
は
、

東
証
一
部
全
上
場
会
社
１
８
１
７

社
で
、
そ
の
う
ち
40
社
が「
な
で
し

こ
銘
柄
」
に
選
ば
れ
た（
下
図
）。

２
０
１
４
年
度
の
調
査
で
は
、
女

性
活
躍
の
状
況
に
関
す
る
情
報
開

示
が
進
展
。
一
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
通
過
し
た
企
業
は
５
７
１
社

と
、
12
年
度（
１
８
５
社
）や
13
年

度（
３
８
４
社
）と
比
べ
て
大
幅
に

増
加
し
た
。

「
な
で
し
こ
銘
柄
」選
定
基
準
検

討
委
員
の
一
人
、
コ
モ
ン
ズ
投
信

の
渋
沢
健
会
長
は
、「『
女
性
の
活

躍
』と
い
う
可
視
化
が
難
し
い
指

標
の
情
報
開
示
を
企
業
に
求
め
た

意
義
は
大
き
い
」と
話
す
。

「
な
で
し
こ
銘
柄
」は
東
証
が
展

開
す
る「
テ
ー
マ
銘
柄
」の
一
つ
で
、

こ
の
ほ
か「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」「
特
許
価
値
」

「
健
康
経
営
銘
柄
」「
ア
ナ
リ
ス
ト
・

レ
ポ
ー
ト
」「
攻
め
の
Ｉ
Ｔ
経
営

銘
柄
」の
合
計
６
種
類
あ
る
。

「
な
で
し
こ
銘
柄
」を
担
当
す
る

日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
総
合
企
画

部
の
松
尾
琢
己
・
調
査
グ
ル
ー
プ

長
は
、「
テ
ー
マ
銘
柄
は
、
新
し
い

切
り
口
で
よ
り
多
く
の
人
に
株
式

投
資
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
始
ま
っ

た
。マ
ー
ケ
ッ
ト
を
よ
り
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル（
持
続
可
能
）に
す
る
に
は
、

短
期
的
な
企
業
収
益
を
見
る
だ
け

で
は
な
く
、
中
長
期
的
に
企
業
の

2015年３月に発表された「なでしこ銘柄」40社。３年連続で選ばれたのは、東レ、住友金属鉱山、日産自動車、ニコン、東京急行電鉄、KDDIの６社。大和ハウ
ス工業、TOTO、ユナイテッドアローズなどが初めて選ばれた

企
業
名

業　

種

２
０
１
２
年
度

２
０
１
３
年
度

２
０
１
４
年
度

大
和
ハ
ウ
ス
工
業

建
設
業

●

積
水
ハ
ウ
ス

建
設
業

●

●

カ
ル
ビ
ー

食
料
品

●

●

サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

食
料
品

●

東
レ

繊
維
製
品

●

●

●

大
王
製
紙

パ
ル
プ
・
紙

●

花
王

化
学

●

●

メ
ッ
ク

化
学

●

中
外
製
薬

医
薬
品

●

Ｊ
Ｘ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

石
油
・
石
炭
製
品

●

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

ゴ
ム
製
品

●

●

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

ガ
ラ
ス
・
土
石
製
品

●

ジ
ェ
イ 

エ
フ 

イ
ー 

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

鉄
鋼

●

●

住
友
金
属
鉱
山

非
鉄
金
属

●

●

●

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
グ
ル
ー
プ

金
属
製
品

●

●

小
松
製
作
所

機
械

●

ダ
イ
キ
ン
工
業

機
械

●

●

日
立
製
作
所

電
気
機
器

●

●

東
芝

電
気
機
器

●

川
崎
重
工
業

輸
送
用
機
器

●

日
産
自
動
車

輸
送
用
機
器

●

●

●

ニ
コ
ン

精
密
機
器

●

●

●

ト
ッ
パ
ン
・
フ
ォ
ー
ム
ズ

そ
の
他
製
品

●

●

大
阪
ガ
ス

電
気
・
ガ
ス
業

●

●

東
京
急
行
電
鉄

陸
運
業

●

●

●

日
本
郵
船

海
運
業

●

●

日
本
航
空

空
運
業

●

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

情
報
・
通
信
業

●

●

●

Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ

情
報
・
通
信
業

●

丸
紅

卸
売
業

●

三
井
物
産

卸
売
業

●

ロ
ー
ソ
ン

小
売
業

●

●

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ア
ロ
ー
ズ

小
売
業

●

り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

銀
行
業

●

三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

銀
行
業

●

●

大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
本
社

証
券
、
商
品
先
物
取
引
業

●

第
一
生
命
保
険

保
険
業

●

エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
都
市
開
発

不
動
産
業

●

ノ
バ
レ
ー
ゼ

サ
ー
ビ
ス
業

●

Ｊ
Ｐ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

サ
ー
ビ
ス
業

●

上場企業40社が「なでしこ銘柄」に、KDDIや東レなど３年連続

出典：「平成26年度なでしこ銘柄発表レポート」（経済産業省、東京証券取引所）

「なでしこ」な会社の作り方
N A D E S H I K O  C O M P A N I E S
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価
値
を
見
定
め
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
も
あ
っ
た
」と
経
緯
を
語
る
。

わ
ず
か
40
社
の「
狭
き
門
」

「
な
で
し
こ
銘
柄
」は
２
０
１
２

年
９
月
か
ら
開
催
さ
れ
た「
女
性

の
活
躍
状
況
の
資
本
市
場
に
お
け

る『
見
え
る
化
』
に
関
す
る
検
討

会
」で
発
表
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
だ
。

　

経
済
産
業
省
経
済
社
会
政
策
室

の
福
地
真
美
室
長
は「
女
性
活
躍

の
重
要
性
や
推
進
す
る
施
策
を
進

め
て
も
、
な
か
な
か
実
際
の
登
用

や
情
報
開
示
が
進
ま
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
東
証
の
テ
ー
マ
銘
柄
に
目

を
付
け
た
」と
説
明
す
る
。

　

さ
ら
に
、「
横
並
び
意
識
の
強
い

日
本
企
業
に
対
し
、
業
種
別
に
選

定
す
る
こ
と
で
企
業
の
競
争
意
識

を
働
か
せ
る
狙
い
も
あ
っ
た
」と

言
う
。

「
な
で
し
こ
銘
柄
」
は
、
東
証
33

業
種
の
う
ち
、
各
業
種
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
１
社
選
定
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
第
１

回
の
な
で
し
こ
銘
柄
が
発
表
さ
れ

た
当
時
、
企
業
の
人
事
担
当
者
や

Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
者
か
ら
は
、「
経
営
陣

か
ら『
な
ぜ
ラ
イ
バ
ル
社
が
選
ば

れ
て
ウ
チ
が
選
ば
れ
な
い
の
か
』

と
怒
ら
れ
た
」な
ど
の
声
も
聞
か

れ
た
。

　

２
０
１
４
年
度
か
ら
は
、
企
業

数
が
相
対
的
に
多
い
業
種
で
は
２

社
ま
で
選
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
そ
れ
に
し
て
も
１
８
０
０
社

中
40
社
と
、「
狭
き
門
」に
変
わ
り

は
な
い
。

　

日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
の
松

尾
・
調
査
グ
ル
ー
プ
長
は
、「
女
性

活
躍
と
い
う
中
長
期
的
な
テ
ー
マ

で
あ
る
こ
と
と
、
株
価
へ
の
影
響

は
ほ
か
の
要
因
も
大
き
い
こ
と
か

ら
、『
な
で
し
こ
銘
柄
』の
選
定
自

体
が
株
価
に
直
結
し
た
と
い
え
る

事
例
は
ま
だ
な
い
。
し
か
し
、
上

場
会
社
の
関
心
の
高
ま
り
と
情
報

開
示
が
進
ん
で
き
た
と
い
う
手
ご

た
え
は
あ
る
」と
言
う
。

　

２
０
１
３
年
か
ら
２
年
連
続
で

「
な
で
し
こ
銘
柄
」
に
選
定
さ
れ

た
大
阪
ガ
ス
広
報
部
の
湖
山
麻
耶

氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
ガ
ス
業
界
は
女
性
活
躍
が
遅
れ

て
い
る
業
界
。
当
社
も
ま
だ
ま
だ

取
り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
課

題
が
多
く
あ
る
。
だ
が
、
外
部
へ

の
情
報
発
信
が
増
え
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
社
内
も『
今
、
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
経
営
課
題
』

と
受
け
止
め
始
め
た
」

ま
ず
は「
見
え
る
化
」か
ら

　

図
１
の
通
り
、
な
で
し
こ
銘
柄

の
平
均
株
価
は
、
東
証
平
均
を
多

少
上
回
る
程
度
だ
。
な
で
し
こ
に

選
ば
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
株
価
が

急
上
昇
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ

が
、
カ
ル
ビ
ー
の
松
本
晃
会
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
次
の
よ
う
に
断
じ
る（
12

ペ
ー
ジ「
オ
ル
タ
ナ
パ
ー
ソ
ン
」参

照
）。

「
本
当
に
女
性
活
用
が
進
む
か
、

進
ま
な
い
か
、
こ
れ
か
ら
の
10
年

く
ら
い
が
勝
負
で
す
。
た
だ
し
、

は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
や
ら

な
か
っ
た
ら
会
社
が
ダ
メ
に
な
る

と
い
う
こ
と
。簡
単
な
こ
と
で
す
」

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
女
性
だ
け
で

は
な
く
、外
国
人
や
障
が
い
者
、Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
た
ち
な
ど
を
含
む
、

あ
ら
ゆ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推

進
を
進
め
、
そ
の
結
果
、
組
織
を

活
性
化
す
る
こ
と
が
企
業
に
と
っ

て
最
終
ゴ
ー
ル
で
あ
る
は
ず
だ
。

「
や
ら
な
か
っ
た
ら
会
社
が
ダ
メ

に
な
る
」。
松
本
会
長
の
言
葉
は
重

た
い
。
そ
の
意
味
で「
な
で
し
こ
銘

柄
」を
目
指
す
こ
と
は
あ
く
ま
で

手
段
で
あ
り
、目
的
で
は
な
い
。

　

だ
が
、
ま
ず
企
業
が「
な
で
し

こ
」に
選
ば
れ
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。

「
な
で
し
こ
銘
柄
」
の
ス
コ
ア

リ
ン
グ
基
準
は
、表
１
の
よ
う
に
、

「
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
促
進
」と「
仕

事
と
家
庭
の
両
立
サ
ポ
ー
ト
」の

２
つ
の
視
点
か
ら
、「
方
針
」「
取

り
組
み
」「
実
績
」の
３
つ
の
側
面

を
評
価
対
象
に
し
て
い
る
。

　

最
も
重
要
視
し
て
い
る
の
が
、

「
女
性
管
理
職
比
率
」と「
女
性
役

員
比
率（
あ
る
い
は
人
数
）」
だ
。

選
定
の
流
れ
は
次
の
通
り
だ
。

１�

女
性
活
躍
に
関
す
る
一
次
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ

　

東
証
一
部
全
上
場
会
社（
約

１
８
０
０
社
）が
対
象
。「
女
性
の

FEATURE STORY 1

出典：「平成26年度なでしこ銘柄発表レポート」（経済産業省、東京証券取引所）

わずかにTOPIXを上回る
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超過収益率（右軸）

2009年４月 2010年４月 2011年４月 2012年４月 2013年４月 2014年４月

44銘柄の指標（左軸） TOPIX（左軸）

東証33業種毎に、女性活躍に関するスコアが高い順に1─2社（合計44銘柄）を選定し、指数を試算。
TOPIXの推移と比較すると、わずかだが上回る
（注１）超過収益率は、2009年４月１日を基準とした44銘柄の指数の収益率から、同期間のTOPIXの収益率を引いて計算している
（注２）通常の株価指数と異なり、スコアの変更等の状況を考慮していないため、通常の指数の推移と異なる可能性がある

［図１］
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け
る
。
こ
れ
を
受
け
、企
業
は
ま
ず

「
採
用
者
に
占
め
る
女
性
比
率
」

「
勤
続
年
数
の
男
女
差
」「
労
働
時

間
の
状
況
」「
管
理
職
に
占
め
る
女

性
比
率
」の
状
況
を
把
握
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
３
０
０
人
以
下
の

中
小
企
業
の
計
画
策
定
は
努
力
義

務
と
さ
れ
て
い
る
。

　

公
表
し
た
行
動
計
画
を
達
成
す

れ
ば
厚
労
省
か
ら
優
良
認
定
を
受

け
ら
れ
る
が
、「
政
府
は
女
性
管

理
職
比
率
30
％
を
目
標
に
掲
げ
て

い
る
が
、
企
業
の
自
主
性
に
任
せ

て
い
る
点
が
今
後
の
課
題
。
経
営

戦
略
に
か
か
わ
る
女
性
の
人
材
育

成
に
つ
い
て
、
国
が
数
値
目
標
を

設
定
す
る
こ
と
に
経
済
界
か
ら
反

対
が
あ
る
」（
厚
労
省
）と
い
う
。

　

厚
労
省
は
今
国
会
で
の
成
立
と

２
０
１
６
年
４
月
１
日
か
ら
の
施

行
を
目
指
し
て
い
る（
６
月
初
旬

の
本
稿
執
筆
時
点
）。

　

上
場
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
非

上
場
企
業
や
中
堅
・
中
小
企
業
に

と
っ
て
も「
な
で
し
こ
」
な
会
社

を
目
指
す
意
味
は
大
き
い
。
本
来

の
目
的
は
、「
お
墨
付
き
」
を
も

ら
っ
た
り
株
価
を
上
げ
た
り
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
の

活
力
や
生
産
性
を
高
め
、
企
業
価

キ
ャ
リ
ア
促
進
」に
関
す
る
実
績

（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
デ
ー
タ
）を
開

示
し
て
い
る
企
業
が「
な
で
し
こ

銘
柄
」選
定
候
補
と
な
る
。

② 

女
性
活
躍
に
関
す
る
ス
コ
ア

リ
ン
グ

　

企
業
の
開
示
情
報
を
も
と
に
二

次
詳
細
調
査
を
行
い
、
ス
コ
ア

リ
ン
グ
基
準
に
従
っ
て
33
業
種
別

に
５
社
程
度
ま
で
選
出
す
る
。

③ 

財
務
指
標
に
よ
る
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ

　

Ｒ
Ｏ
Ｅ（
株
主
資
本
利
益
率
）の

直
近
３
年
間
平
均
が
業
種
平
均
以

上
の
企
業
の
う
ち
、
女
性
活
躍
に

関
す
る
ス
コ
ア
が
上
位
で
あ
る
銘

柄
を「
な
で
し
こ
銘
柄
」と
す
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
ま
ず
情
報

開
示
を
進
め
な
け
れ
ば
、
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
は
通
ら
な
い
こ
と

は
明
白
だ
。企
業
に
よ
っ
て
は
、
ま

だ
こ
の
よ
う
な
指
標
を
把
握
す
ら

し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
。
ま
ず
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

指
標
を
確
認
し
た
う
え
で
、
内
部

化
す
る
作
業
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
進
め
る
と

組
織
が
活
性
化
さ
れ
、
将
来
の
業

績
が
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う

前
提
の
も
と
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
基
準
を
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
主
要
業
績
評

価
指
標
）化
す
る
の
が
理
想
だ
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
経
営
が
企
業
に
不
可
欠
で
あ

る
と
い
う
認
識
を
経
営
陣
が
持
つ

こ
と
と
、
そ
れ
を
ト
ッ
プ
が
明
確

に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
社
内
外
に
宣
言

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

法
整
備
も
着
々
と
進
む

　

２
０
１
５
年
６
月
４
日
、
女
性

活
躍
推
進
法
案
が
衆
院
本
会
議
で

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
法

案
は
、
国
や
自
治
体
、
労
働
者
が

３
０
１
人
以
上
の
事
業
者
に
対
し
、

女
性
の
採
用
・
育
成
・
登
用
に
関
す

る
状
況
把
握
、自
主
目
標
設
定
、行

動
計
画
の
策
定
と
公
表
を
義
務
付

値
を
高
め
る
こ
と
だ
か
ら
だ
。

「
日
本
の
画
一
的
な
男
性
社
会
の

時
代
は
終
わ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

多
様
な
考
え
方
を
取
り
込
み
、
新

し
い
価
値
を
生
み
出
す
時
代
。『
な

で
し
こ
銘
柄
』を
き
っ
か
け
に
、
国

籍
、
障
が
い
者
、
年
齢
と
い
っ
た

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
進
む
可
能
性

が
あ
る
」（
渋
沢
会
長
）

　

海
外
の
投
資
家
に
と
っ
て
、
日

本
企
業
の
役
員
名
簿
に
中
高
年
の

日
本
人
男
性
し
か
い
な
い
こ
と
が

奇
異
に
映
る
と
い
う
。
好
む
と
好

ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
社
会
に
お
い
て
、
そ
の

よ
う
な
単
一
組
織
は
通
用
し
な
い
。

　

東
芝
の
不
適
切
経
理
問
題
や
タ

カ
タ
の
リ
コ
ー
ル
対
応
の
遅
れ
な

ど
、
日
本
企
業
の
リ
ス
ク
対
応
が

後
手
後
手
に
回
る
ケ
ー
ス
が
後
を

絶
た
な
い
の
も
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
欠
如
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ

る
は
ず
だ
。
日
本
の
男
性
は
、
自

分
を
取
り
立
て
て
く
れ
た
先
輩
た

ち
に
は
反
論
し
辛
い
か
ら
だ
。

　

多
様
な
立
場
こ
そ
多
様
な
意
見

を
生
み
出
し
、
そ
れ
に
よ
り
経
営

も
健
全
化
す
る
。
そ
れ
が
企
業
の

競
争
力
の
源
で
あ
る
こ
と
は
言
を

待
た
な
い
。

最も重要なのは女性管理職比率と役員比率 ［表１］

女性のキャリア促進 仕事と家庭との両立サポート

女性など多様な人材活躍促進に向けた方針
※経営戦略上に明確に位置づけられている場合
女性のキャリア促進に向けた数値目標
（例：女性管理職比率、役員比率など）

ワーク・ライフ・バランス促進に向けた方針
ワーク・ライフ・バランス促進に向けた数値目標
（例：労働時間削減目標など）

女性向けのキャリア研修・メンタ̶制度・幹部
と女性のコミュニケーション促進など
女性のキャリア促進のための管理職へのマネジ
メント研修・意識啓発など
（例： 女性活躍支援を幹部の評価基準に盛り込

むなど）
活躍促進のための組織体制

柔軟な勤務場所・時間を認める制度
（例：在宅勤務、フレックスタイムなど）
長時間労働の改善のための具体的取り組み
ワーク・ライフ・バランス促進に向けた社内意
識啓発（例：研修など）

重要項目
女性管理職比率（職種・職位階層別比率）
女性役員（社内取締役・社外取締役・監査役・執
行役員別）比率（or人数）

男性育児休業取得率（or人数）
有給休暇取得率（or 平均取得日数）
柔軟な勤務制度の活用率（or活用人数）
平均勤続年数男女差
実労働時間に関するデータ
※水準（時間数、長時間労働者の割合など）

方　

針

取
り
組
み

実　

績

スコアリングは、調査期間に開示されていた最新のCSR報告書、コーポレートガバナンス報告書、
その他自社のホームページにおいて開示されている情報に基づいて実施されている。「実績」は、
実績データの開示範囲

「なでしこ」な会社の作り方
N A D E S H I K O  C O M P A N I E S

出典：「平成26年度なでしこ銘柄発表レポート」（経済産業省、東京証券取引所）


